



金 柄 坤 （慧鏡）
一、はじめに
紀国寺慧序（CE.578-645<1 l）の撰した 『法華経績述（2)J （以下、 『績述』） 十
巻については、栖復集（CE.879）『法華経玄賛要集J（以下、 『要集』）巻第一
に 「今此講者。是後秦弘始七年。鳩摩羅什三歳。誇出妙法蓮華経七巻。或八巻。
六寓九千七百五十四言也。 然造疏。 前後十九鈴家。 盛侍於世者。 ~p天台紀園嘉
祥慈恩也。天台疏名文句。紀園名讃述。嘉祥疏名義記。慈恩疏名玄賛。今之講
者。即慈恩疏也。」（SZ.34no目638p.171b, l.5-10）と、また、巻第六に 「言浄


























ルに 「斯六四九四競 妙法蓮華経論義第一品至第三品 （擬）」（p.422）とある
ことから、本稿ではこの書名を採用し、以下、略称して 『論義』とする。
『妙法蓮華経』との対応関係について、四九五行からなる 『論義』に見られ
る 『妙法蓮華経』の最初の経文は、序品の 「僧祇劫爾時」（T.9no.262 p.3c, l.18 
・S.6494p.l, l.2, l.4）であり、最後の経文は、 密日食品の 「輩交横馳走」（T.9













陀経義述」（S.6494p.3, l.43-44）と、惑浮撰 『温室経疏』（S.6494p.3, l. 60) 
とにほぼ一致する文例が見られ、かっ 『要集』にヲ｜かれている慧序の説ともほ
ぼ一致する文例 （S.6494p.3, l.56 -p.4, l.65, p.22, ll.419-422）が多数確認でき
る。ただし、 警H食品に、道世撰（CE.668）『法苑珠林』と類似 （S.6494p.23, l. 
442 p.24, l.456）する文例（8）が見出されることから、 『論義』は、慧浮の 『績
述』そのものではな く、おそらく、それ以降に 『績述』をベースにして製作さ
れた 「敦燈の修治本」と看倣したほうが妥当であると考えられる。しかしなが
ら、アビダルマ論書からの引用 （類似文例を含む・S.6494p.4, l. 7880, p.10, 



























「P.13_242(23）」 〔P.13－ 影印の頁数 （各頁の＊の附いた行が頁の始
まりである）。＿242一 合計四九五行中二四二行目。（23) 行の文字数。〕
口一 欠損 ・破損のために判読できない文字。 O 判読できない文字


















p .01_011 (22）・州其義深遠者深合世帝 （印其語巧妙者巧則易受妙則易解





P.01_015(24）・故 道是究家行緯故名相 （＼9）姓頗羅堕者 此云利根 （叩｝時曾聴者
口
P.01_016(24）：坐ー慮六十小劫身心不動諜例所説謂如食頃者 。I）智度論云
p .01_017 (24）・菩薩論云有不可思議云三昧令多時作少解少時作多解 （22）此


































P.02_038(27）・来立大｛方｝使故以矯名此品 側論開五分破二明一 案五分 山一
歎法分 間二









P.03 043(21）・起由自力無能O動故目安祥 告舎利弗者 川身子雄才
［？］［炎： [itl］ 「聞




















p .03_060 (24）：弘九部無以態答取悟所以 （附暢四嬬於舌端流八音於繋表開
［邪］








P.04 066(21）： 所以者何如来方便知見波羅密皆巳具足者 宰此歎教
P.04 067(23）： 化成就也教化以六通局方中五通是天眼是見此皆具足
P.04 068(21)：故教化成就 舎利弗如来知見康大深遠無量無擬力








P.04 077(22）：法 ＜：3；）下説成就也 自有六章 此歎法門成就也無際者謂法
［免］












P.05 088(24）：獣榔必縮 以取勢故如来亦爾欲説先止以要請故 未曾［有法例］悉
成［就］









P.05_094(22）：和寂 故篤開基而略説生其疑路以来請耳 問 摩可般若
p .05_095 (22）：窮貫相之彼岸大般浬繋究併性之源底妙法蓮華量一
p .05_096 (22）：乗之至於混貫則同日絶名曾答則倶柄難解何以摩詞
p .05 097 (24）・般若則無問而自説大般浬繋 則端棋而待請至於妙法蓮華
P.05_098(24）：初則自説後更待請答旨趣費雄市汲引不一 此白衆生根有
P.05_099(25）・利鈍致使如来説有柳揚所請 附殊途同踊百慮一致者也 所以者
P.05 100(25) ：何俳所成就第一希［有難解之］法者 l此歎堪成就也併所成就
故知併能説
P.05_101(23）：難解［之］法故我須請 唯仰輿例乃能究室諸法賓相者 5此歎無
P.06_102(24）：量種成就也 貫相是如来蔵 官余人不能究章 刷何以故 凡夫如盲
P.06_103(24）： 不見衆色 二乗如七日嬰児不見日輪 川如行菩薩 如眼病人見
P.06_104(24）： 雨月初七地菩薩有出入観異加夜電光彼三地菩薩磯郭未
P.06 105(21)：輩如羅繋中視併 地菩薩大明如浮眼見色 是故唯仰
p .06_106 (23）：究蓋乃堪説法所謂諸法如是相 ［如］是性如是健 如是力如是
P.06 107(21）：作知是因 如是縁 如果レ是 如是報 如是本末究寛等者




p .06_112 (22）：篤究寛 州爾時大衆中有諸費聞衆 山下第三［疑］請分也 開宗者
P.06 113(22）： 無説唱止者欲令致請 前既開宗 而唱止 今待請克 而方








p .06_118 (23）：義所趣者 2疑義也前説解脱不同異今説智恵不同故知也
P.06_119(26) : c刊爾時金利［弗］知四衆心疑自亦未了者 3依何事疑［義］也 昔説
二解不同依
P.06 120(24）：於昔同疑於今異 依於今異疑［於］昔同同異不定所以疑而不了
P.06 121(26) : c刷爾｜侍仰告舎利弗止止不須復説 ［若説］是事 一切世間諸天及
人皆富驚
P.07_122(28）：疑 附下第四授記分也 棚論云 白下依四事説 1一決言 決｛心｝輿
記也 2二因授言




P.07_125(24) .来有決定心 五怖者 lー 損驚怖謂定性聾聞此人昔聞小即尋
P.07 126(23) ：皇室以計貰今日聞大使誘有以爵無無誘在壊日損有違其
P.07_127(24）：驚怖也 2二多事驚怖 側謂退菩提心聾聞 此人本震大心怖求大
［置］
















p. 07 _138 (24）：亦結縁浅所以通記利益者顕授其果根熟者可示未熟者不






























P.09 163(19）：在仰教化衆生 間爾時世尊告舎利弗汝以態勲 三




P.09 168(22）：方便矯欲一心注諜矯此正取記也 （57)［仰告］舎利弗如是妙法 事下
P.09_169(22）：岨）輿授記也論有六章 lー 未聞［令聞J2二説 3三者依［何等］義
，四者令［住J5五者




P.09_174(21）： 於一例乗分別［説］三 然霊山巳［前］是権時 霊山巳後是顛時
P.09_175(18）：レ賓 今是行機時也優曇鉢羅華者霊華也輪華
P.09_176(20）：王出世霊華乃現諸仰出世法華方開霊華現故未
P.09_177(19）： 見者 令見法華開放未聞者 間汝等嘗信 仰之所





P.10 180(18）：有諸例乃能知之者 2正説也 説三O一言近意
P.10 181(23）：非思量［分別］之所能解所以者何諸仰世尊 唯以一大事因縁［故］
出
P.10_182(23）：現於世者 α依義也 雄復説三魚ー出耳 一大事者 謂仰知見
［開］
P.10 183(22）：澗度一切事潟大也 開示悟入者 依田義説 問者依1無上
P.10_184(22）：義 一切智唯例濁有開此智見 開一乗果也 示者依 2同義
p .10_185 (24）：悌性法身三乗同有 示此知見 示一乗龍也 悟者依3不知義 不
p .10_186 (22）：知異質慮悟此知見悟一乗郭也 入者 依4不退義 輿無量
p .10 187 (22）：智業入此知見入一乗因也 所露衆生 即ー乗撮如是四
P.10_188(21）：義 一閲覧瞳 二示費縁 三悟質郭四人質因放論日 －
P.10 189(20）：悌乗道者 依四義説懸知 （閉会利弗如来但［以］一例乗故
P.10 190(19）：局衆生説法無有吉宗乗若二若三者 4令住也 巳於
［明日］
p .10_191 (20）：三令住ー 若二是第二縁畳乗 若三是聞レ撃乗 尊O
P.10 192(18）：次第則仰乗負第一 縁質局第二 聞レ整馬第三
P.10 193(24）：舎利弗 一切十方諸例法亦如是者 5依法也凡是例法先進三
P.10_194(21)：後令往ー 〈曲）舎利弗十方世界中向無二乗何況有三者
P.10 195(21) : ＇遮二也 向無第二 況有第三 刷舎利弗 諸［仰］出於五濁悪世
P.10_196(23) : 151下第五断疑［分］也 （62）有四種 1此断説時疑也 疑目前説 如是妙
法
P.10 197(23）：時乃説之何時説也 剛今明濁時世論 刷五濁者 依倶舎論 次第
P.10_198(22) : I一命 2二劫 3三煩悩 4四見 5五衆生 1命濁者寄命短也 2劫
濁者
P.10_199(21）：衣食薄也 3煩悩濁者 三毒盛也 4見濁者五見猛也 5衆生
P.11 200(23）：濁者色心劣也 l命濁故損｛減｝命瞳 2劫濁者 故損減命縁 3煩
悩
P.11 201(20）・濁故損減在家人善法 4見濁者 故損減出家人善法
( 121 ) 
紀国寺主主浄の 『法華経総述』考(1)（金）
P.11 202(22) : ＇衆生濁者放損減自身八徳 一長量 二好色 三無病囲気
p .11_203 (23）：力 五正智 六正念 七正融八不動由命等五事倶下故名馬
P.11_204(21）：濁 劫濁筒L時者 人需千歳以遠是劫濁千歳以上非劫
p .1 205 (25）：濁 百歳以還｛是｝時［レ］乱百歳以上非凱時於ー仰乗分別説三者
於
p. l 1_206 (24）：開二以足ー魚三 一外別三也 舎利弗若我弟子 自謂阿羅漢


















P.12 220(23）：名 古I化城品説 側我於鈴園作仰更有異名也舎利弗汝［等］首
p .12_221 (22）：心信解握持例語諸仰如来言無虚妄無有徐乗唯一例





P.12 225(24）：妄説 故汝富理無二 故唯一乗 附或説筒多羅 伽陀及本事本生
P.12 226(20）：未曾有亦説於因縁 響喰持祇夜優波提捨経此偶
p .12 227 (22）：篤撃（削九部経 m具論有十二部経 1ー 筒多羅 2二祇夜 3三和伽
P.12 228(23）： 那［レ］羅 4四伽陀 5五優陀那 6六尼陀那 7七［阿］波陀那 8八伊
帝日多伽












P.12 237(22）： 喰経嘗類也 I食暁也以其解暁其未悟 8伊帝日多伽此云
P.12_238(23）：本事経日［レ］亦如是語本事是約法矯名述昔所習語必如是
P.13_239(25）・ 9閣陀伽此云本生経本生是約人魚名述 （73）昔所生曾寓其物然悌
p .13_240 (25）：無首生故 説生局本 川枇例略此云山方康正直之説馬方 理行
{Q｝弘
[i"］［向］


















たに発見され、 二00六年四月二八日に、同じく宝物 （第1468号） に指定され
ていることが分かった。すなわち、現在までに、十巻のうち、四巻（巻ー ・二 ・
五 ・六） について、韓国にその伝本の存在が確認できたのである。
























（朝鮮世祖）、所有者 （所有団体） ・管理者 （管理団体）．松廃寺、文化財形態 ：






宣離造秘書省指書同正臣南宮 口 書」（Kor.206p.86-4lr, l.13 -p.87-41 
v, l.1-2）とあり、巻二の巻末には 「毒昌元年乙亥歳大興王寺奉 宣彫造
寓経院書者臣柳侯樹 書」（Kor.206p.l 73-43v, l.6-8）とある。これによ
り、巻ーと巻二とは、同年に板刻されたが、 筆書は、秘書省と、 写経院とで
あり、それぞれ別人によるものであることが分かる。本書は、 「天）｜慎五年
(CE.1461）辛巳歳朝鮮園刊経都監奉 敬重修」（Kor.207no.3(6) p.84-4lr, 
( 125) 
紀国寺慧浄の『法華経績述』考(1)（金）








蓮華経績述 （巻五 ・六）・発掘調査番号I-5）、分類 ．遺物／仏経工芸／腹蔵






(Kor.1468 p.2, l.1）とあり、 2枚 （20張の左右）の欠損が記されている。
巻六は、 1-36張である。





の多聞天よ り、『金剛鉾額性錬』巻三 ・四、 『大威徳経陀羅尼』巻四、「妙法
蓮華経績述』巻五 ・六、『法華経玄賛舎古通今新抄』巻ー ・二、「法華文句記』





























































Lionel Giles [1957] Descriρlive catalogue of the Chinese manuscripts from Tunhuang 














Kor.206 『松廃寺妙法蓮華経績述』巻一 ・二 松廃寺聖宝隙物館蔵本 （宝物第206号）
「r(recto) J綴じ本の右側の頁 （表）∞ 「v(verso）」
Kor.207 『松廃寺金｜削般般若経疏開玄齢、』巻凶 ・五 ・六松廃寺聖宝博物館蔵本 （宝
物第207号）




( 1 ）一説にはその没年を （CE.653）とする。（中凶久l床 ［2008]p.109註 (1） 参照。
( 2）道宣（CE.596667）撰 （CE.645－） 『績高僧侍」巻第三の麿京師紀園寺沙門様慧浮
侍三に 「又撰法華経績述十程。勝髭仁王般若温室孟閥盆上下生各出要紙。盛行於
世。」 （T.50no.2060 p.443a, ll.13-15）とある。
( 3）慧詳撰 （CE.VIII)「弘賛法華傍』巻第三に 「唐京師紀図寺務慧浄 （有疏十巻）」
(T.51 no.2067 p.2lb, l.27）と、義天録 （CE.1090）『新編諸宗数厳総録』巻第一
に 「［法華経］賛述十谷 慧浄述」（T.55no.2184 p.1168c, l.6・『高山寺古典籍纂
集.Jp.264）と、平昨録 （CE.914）『法相宗章疏』に 「法華述賛 卜'f:（慧伊述）」
(T.55 no.2180 p.1138c, 1.8）と、永超集（CE.1094）『束域侍燈目録』に 「岡 ［＝
法華］経述賛十巻 （恵浮） 問 ［＝法華］経賛略二巻 （或云時賛同上）」（T.55
no.2183 p.1149b, l.13-14）と、歳俊僕 （CE.1176）『注進法相宗章疏』に 「同 ［＝
妙法蓮華］経述讃十巻窓＠伊」【T.55p.1140脚註⑪】 「伊＝沼⑨」 （T.55no.2181 
p.1140c, l.9）とあるも、書名は必ずしも一致しない。さらに詳しくは、 （金山正











華論』 以外のヲ｜川書日及び人師の設に、 rn~量；詩経』 （一所） 、 『浬主主経』（四所） 、
『維摩絡i』（一所）、『法句経』（一所）、『拐伽経』（一所）、浄法師 （一所）、恵浮法
師 （一所）、厳法師 （一所或は二所）等あり。此の中、蔵法師とは崎吉蔵の 『法
華玄論」第八の取意なるべし、又浄法的i!¥Zは慈浮法師は唐紀園寺慧浮の 『法華経
述讃」或は 『同賛略』よりのづ｜用なるべく、 『法句綬」は俄経 『法句経』よりの
引用とす。其の他、 「｝.！＼制阿頼耶識 翁 家殺 」ーと云ひ、又三車家の口吻を用ゆ
る等、本書は恐らく中唐以後の製作か。憾むらくは撰者の名を逸す。」（『I！鳥沙J
pp.102-lC〕3）、 「5613..一本Goodcursive MS. Thin soft paper. 18ft. S. 2662.」






( 5 ) [S.6494］一「5604.一、‘m1 (end only) 3. Mediocre MS. Whitish buff 
paper. 30 cm. × 27% ft. S. 6494.J （『GilesJp.171）、 「法華経疏 （仮題） 行数
495ー紙 ｛縦30.0cm横48.5cm行数28界高25.5cm｝品一首欠～品三までの釈、 一
行二五～二八字内外、有界、 首五行下欠、淡黄紙、唐代。」（『兜木JIp.185）、 「妙
法蓮華経 （⑧論義第一品～第三品 （擬） ＊方使品第二 ・水野日食品第三」（「東洋
25」p195) 
( 6）ただし、 『妙法蓮華経論義』の答I食品 （『妙法蓮華経繍述』巻第五）に 「物調如来
成仰甫述何得。門徒道投云。極若不逮l事誕算1!l以松彼情疑故。」（S.6494p.15, l. 
292 293 • Kor.1468 p.6 2v, IL.13-15）とあるも、 詳細は不明で5ある。
( 7)義寂 （CE.VII-VII）釈義一撰 『法華経論述記」における慧浮の三説とは以下の
とお りである。11「浮法飾云。此法説人難値。経書！［量劫。或不開放。日希有。」
(SZ.46 no.790 p79lb, l.1112・Kuz.135384 p.9, l. 788 789・Kor.206p.151 32v, 
1.13）、（2）「序師云。因成就者。由文殊見苦十事潟答。閣力之因。見之自在。l放言
成就也。」（SZ.46no.790 p.791b, L.24 -p.79lc, L.2・Kuz.135384p.101, IL.802-803・
( 130) 
紀国寺慧浄の 「法華経績述』考(1)（金）
Kor.206 p.152 33r, l. 6 7）、（3）「浄法自rj云。不断大法級。云何願人菩薩密境界大
義。 此記令縁党入菩薩密境界。 菩薩以悲~~盟。 1！！~方救苦気密。 如来法背不絶。 彼
則進入悲境。此時破樹党自愛陣。入十週位。故日入菩l銃密境界大義。」 （SZ.46no 
790 p. 792a, 1.16-20・Kuz.135384p.106, 1.841-845・Kor.206p.155 34v, 11.11-
14）。また、 （三友健容 ［2005]pp.140-141）には 「持法師というからには、最後
が 「浄」とつくもので、 『法華経』の注釈をしているなかから該当者を探してみ







数録』巻第九には 「法華論五巻 （英知］造者単重未悉景雲二年諜） 集長論四谷
（景雲二年詳巳上多取奏行年月所以出目。名｜司） 右六十一部二百三十九谷 （法華
論下二部九谷失本）。 沙門鰐義母。」 【T.55p.568脚註＠】 「名＝多＠」（T.55no 
2154 p.568b, l.2 5）とあるから、義序 （CE.635-713）の景雲二年 （CE.71）の新
訳なる 「法華論五巻」の可能性も視野に入れなければならなL、。
( 8）ただし、慧浮 （CE.578-645）述 『妙法蓮華経績述』巻第五 （Kor.1468p.52-26v, I. 





( 9 ）『妙法蓮華経絡述」巻第二に 「此経論中自示現五劫。一夜二笠三月四時五年。案
夜者。過夜至六十位名夜劫。登月時年亦爾。外図俗算。有六 卜位。過此巳後。不
可数故。名阿僧祇。立[J是五劫。年1;!1最長数。一雫六十位。名一阿僧祇劫。立日：是復
過者!ti立無主主阿僧祇年劫。H与量不可得。故説時難他。J(Kor.206 p.159 36v, 1.14 p 
160 37r, 1.3）とある。引用文中、 「此経論」とは、婆薮繋豆釈菩提留支訳 （CE
528）『妙法蓮草今経憂波提合』巻上 CT26 no.1519 p.4a, 1.23-25）に対応する。ま
た、 「外図俗算有」より 「故名阿僧祇」までは、その引用が 『法苑珠林』巻第一
(T.53 no.2122 p 274a, 11.14-15）に認められる。
(10） 鳩摩羅什訳 （CE.406）『妙法注工I~絞』 序品に 「諸善男チ。 如過去1nHJ無途不可思
議阿僧祇劫。爾時有例。続＠日月燈l珂如来l態供正遍知りj行足善逝世間解無 t一｜ご調
御丈夫天人間i1iJIJ1!1:尊。 演説正法。 初j苦中善後善。 其義深遠。 其語巧妙。 純一~！!t雑。
( 131) 
紀国寺詣浄の 『法華経総述」考(1)（金）
具足清白党行之相。」 【T.9p.3脳l註⑪】 「日月燈明 Candrasuryapradipa.J(T.9 
no.262 p.3c, 1.17-22）とある。
(11）吉蔵 （CE.549-623）撰 『法筆談疏』巻第二に 「名目月燈明者。一三七注経解云。聖
入者!l名他［義以立科~。 仁者見詐i之仁。 智者見調之智。 上恨因之以得明如日。 中級因
之以得Hfj如月。下級因之以得明如燈。三根資之以得I列故言日月燈明。」 （T.34




(Kor.206 p.160 37r, 11.11-14）とある。引用文中、 「注者云」とは、散逸した劉虫L
(CE.438-495）の 『注法華経』からの引用であり、このほかに、巻第一に二箇所
(Kor.206 p.54-25r, 1.11-12・p.8038r, 11.10 11）見出される。これらの引用文例
は、 『j法華義疏』（T.34no.1721 p.46la, 11.11-12・p.464b,I. 25 29）にも見出され





の 『注法華経』の逸文については （菅野博史 ［1994]pp.117-140）に詳しL、。




名~如来。 感受一切世間供養故。 名~P..!!j供人。 成就不顛倒智慧故。 名正遍知。 戒
定＠慧智成就故。名明行。成不復還故。名普逝。知世間総l相別相故。名1笠閥解。
善説出世間安隠迎故。名1!（上調御l師。以三稜数法度衆生放。名天人姉。一切世間













彼合市此開。仰1立J!_jl則彼開而此合。放皆寸J数也。」（Kor.206p.160 37r. 1.14 -
p.161-37v, 1.6）とある。
(13）『妙法蓮華経繍述』巻第二に 「配句者。演説正法。初中後善者。是H寺普。初普者。
問時局信困放。 中普者。 思時~喜因故。 後普者。 修時i毛先因故。 矯r1因者。 定心
観察。此法道理得如質智故。」（Kor.206p.161-37v. 11.10-13）とある。本箇所は、
Wf著菩薩 （CE.IV）造波縦頗蜜多羅訳 （CE.630-632）『大乗荘厳経論』巻第六 CT
31 no.1604 p.620b, 1.5-8）に対応する。『大乗肝縦経論』のi'!A訳年代については、
（宇井伯寿日961]pp.4-6）に詳しL、。
(14）『妙法蓮華経綴述』巻第二に 「其義深遠者。是義善。義善二積。一深二述。説義
輿因縁法合故日深。 設義輿~！f相法合故日遠。 放彼論日。 義正調善義妙義。 輿世諦
第一義諦相謄、故。」（Kor.206p.16137v,1.13 -p.l62-38r, 1.1）とある。引用文中、
「彼論日」とは、 『大乗荘厳経論』巻第六 （T.31no.1604 p.620b. Ll.9・10）に対応
する。
(15） 『妙法蓮華経績述』 巻第二に 「其詰巧妙者。 ｝~言i:t善。 tr活善亦雨。一巧二妙。 設易
受日巧。義易解日妙。故彼論日。言苦巧謂易受及易解。白文穎義現故。」（Kor.206
p.162-38r, Ll.l 3）とある。引用文中、 「彼論日」とは、 『大乗荘厳経論』巻第六
(T.31 no.1604 p.620b, L.10）に対応する。
(16）『妙法蓮華経繍述』 巻第二に 「純一無雑者。 是濁善。；~1外追有漏行。 純一者仰法
有故。 無制t者外道~！＼i故。 l故彼論日。 不共他相日信者。 是猫義。 自此行不共外道因行






比行在漏査身。種類得1!t垢浄故。」 （Kor.206p.162 38r. 1.5 11）とある。引用文





(19）『妙法蓮華経』序品に 「七一姓＠頗経路。」 【T.9p.3胸l註＠】 「Bhaiadvaja.J(T.9 









頃。」（T.9no.262 p.4a, ll.26 27）とある。
(21)『大智度論』巻五，＿，こ 「復次有人言。 主主開法中無有不可思議事。不得一日ー 坐中
説説。初1：有無磁解脱。菩際有不可思議三l味。能令多H寺作少｜待。少I寺作多時。亦能
以大色入小。小色作大。又如六十小'i;)J説法華経人調従日至食。」 （T.25no.1509 
p.420b, l. 22-26）とある。また、 『妙法蓮華経綬述』巻第二に 「問。主I是六十小劫。
云何謂如1：食頃。答。智論云。菩薩有不思議三l床。能令多時作少時。少時作多時。



















受用。 是名刺色。 締心者。 如経説。 或有衆生当喜久住世而可度者。 菩薩~［l申七日以
矯一劫。令彼衆生調之一劫。或有衆生不幾久住而可）支者。菩薩mi促一劫以篤七日。
令彼衆生諮之七日。 案此mi鞠心。 若計~勝目寺者。 約一人矯語功可爾。 依春風鳥語事







俗事車専心以長箆短。」 （Kor.206p.166-40r, L.4 -p.167 40v, 1.4）とある。引用文中、






是人得大利 如上諸功徳」（T.9no.262 p.39c, L. 6-17）とある。また、 『妙法蓮華
経繍述』巻第二に 「安楽行品。明間法鳥人説常有好夢。夢見作仰千高億劫。l.S衆








心調車専衆生心作須禰解。」 （Kor.206p.167-40v, IL.9-13）とある。引用文中、 「立日経
設」とは、『維摩詰所説経』巻中 （T.14no.475 p.546b, IL.24-29）に対応する。
(25）不明。『妙法蓮華経績述』巻第二に 「智度論明。（背羅輿帝鰐戦敗。返入務総孔中。
外道党志非有智慧。 薬草呪術能勝人心。 案1背羅能愛大色気小色。 党志能純善心~
！！；心。況菩薩村1力料於色心。而矯難失。」（Kor.206p.168-4lr, L.3-6）とある。ま
た、慧然集 『銀州臨機慧！！~i締i師語録』 に 「祇如阿修繕玖l天帝終戦。 戦敗領八；民凶





解。不違衆生器限l故。立LI此等事並不可思議。」（Kor.206p.168 4lr, IL.6 11）とあ
る。




＠】 「徳蔵 Srigarbha.J【T.9p.4胸l註＠】 「伊身 Vimalanetra.」（T.9no.262 
p.4b, I. 2-5）とある。




言十九品正宗者。 紀図意。 七日食三平等。 ~正宗故。 其十無一l二。 蹴云i漆残修多雑。
歪普此'ri~. 31ミ。 亦省主！~ 卜．之義。 放不取也。 談言。 此設刻、疎分別品也。 下並無七三之
義。何以正宗。縦十九品内。亦有無上。I！忠非正宗。故知：l不可也。」 （SZ.34no.638 
p.308b, 1.23 -p.308c, 1.4）と、 『・法華経玄賛稗』には 「第三解者。従方便品。至
常不軽品来。 名正宗。 和jl力下~流通。 立日疏可知。 浄法師以十九品矯正宗者。 篤論








義;(ft故。日五分破二明 」ー（T.85no.2752 p.199b, l.3-10）と、『法華経論述記』
に 「歎法分標所lj］之一。 欺師分示能設之人。疑請分即額所破之三乗。授記分現能








知見廓大深述。 J!!titl:~！t磁力無所畏。 締定解脱三昧。 深入無際。 成就一切未曾有法。






註＠】 「詳＝祥⑩」 【T.9p.5胸l註＠】 「巳＝以⑪」 【T.9p.5脚註＠】 「設諸＝諸説




no.1756 p.308b, l.17 19）とほぼ一致する文例が見られる。また、『総高僧侍』巻
第三の唐京師紀園寺沙門糠主主伊｛専三に 「浮政令日。昔有二人。一名蛇奴。道帯忘
掃。一名身子。一間千解。然則蛇奴再開不↑吾。身子一I日使鎖。此ユ，，授道不明。fl!.




「俊二磯③」 （T.52no.2104 p.383b, l.12-15）とある。













利.rJt~難解之法如来能匁1故。 七者入甚深。 入甚深者。 名字章句意難得故。 自以住持
不同外道説因縁法名馬甚深。如経舎利弗難解法者諸仰如来随宜説法意趣難解放。
八者不共整開店半支仰所作住持甚深。如経一切主主閉店昨支側；等所不能知1故。」 【T.26











fif等名字章句随何等fij;!j；衆生能受而i号説故。」 （T.26no.1519 p.5b, 1.18-29）とあ









fil~。 意往者11正数方便。 前!iii~身語未能説経。 意業蜜加。 方能演暢。 欲使来生。 功徳





(T.85 no.2780 p.536c, 1.21・24）とほぼ一致する文例が見られ、同文例はほかに、
円法句経i疏』 に 「天竺党背枕日θ~I吃。 此t±＼詳言名局究者。 無明如来濁秀重幽。 孤
l列臣夜照達有無。解窮民俗。1'.t行闘満。導↑吾群生。故栴箆例。暢四緋於舌端。敷
八背於聴表。談法性別名義倶空。」 【T.85p.1435脚註＠】 「⑫側；蘭西図民図書館蔵
倣士皇本， P.2325」 (T.85 no.2902 p.1435c, 1.18 22）と、法閥、撲 『稼槻無量諮仰綴








'CT相者。 調如来厳法身之飽不~義故。 六者1'1:飽成就。 如来所設一切諸法唯例如来









謂免馬象免。 騰関l乃＠度馬或~其底。 或不悲底而＠度。 香象於一切時。 足踏其底而
＠度。如免＠度河。設問＠度因縁河亦復如是。如馬＠度河。肘；支｛弗＠度因縁河。亦復
如是。虫日香象＠度河。仰＠度因縁河亦復如是。」 【T.28p.277脚註＠】 「度＝波ORー」




縁起河如次亦爾。J(T.27 no.1545 p.735b, 11.16-21）とある。
(39）『法華問答』に 「（9/2-5）問。止止不須説者如智慧周J略物慈治。凶生何不；話機即
説而使I白土以要諸者何 答。洪鋭担任響。必待準而方I！鳥。大聖雄慈。亦待請而方説。
若諮而説。或致自讃之機有情方使令生企道之数」（T.85no.2752 p.199b, l.21-25) 
とほぼ一致する文例が見られる。これは 『問答』の方使品十僚の中、 第五番目に
当たる問答であるが、『問答』と 『論義』との先後関係を論ずる上で、文頭に｜附



















設~~不深也。 ~p ：；！（：第二了義。一切投開畔支例。 所不能知。 唯例刻l故。 由此名玄。
二者疏主自謙。放智論云。凡夫観仰性。由虫日生盲人。二乗観仰性。立日嬰児見月。
地前菩薩如病限人。 初j地至七地主日電光。 入観即見。 出産自~p無。 八九如隔緩穀中見
月。 十地菩薩l惟 自見性。 不見他仰性。 ~fl是黒H音義。」（SZ . 34 no.638 p.l 77b, l.2-9) 
と類似する文例が見られる。
(45）『妙法蓮華経』方使品に 「爾時大衆中。有諸主主問漏君主阿羅漢阿若惰陳如1等千二百
人。 及委主主聞僻支仰心比丘比丘尼俊婆塞優婆夷。 各作是念。 今者世尊。 何故！感~！
稿歎方便而作是言。 例所得法甚傑難解。有所言説意趣難知。一切主主開店宇支仰所不
能及。｛弗説ー解脱義。我等亦得此法到於湿集。市今不知l是義所趣」（T.9no.262 








凶衆心疑次第乃至而設備言。」 【T.26p.6胸註＠】 「於＝相。＠」 （T.26no.1519 























＠】 「以下＝己③③③」 【T.26p 6脚註＠】 「見＝現0R」（T.26no.1519 p.6c, l.5-
25）とある。
(50）『法華問答』 に「 （41/6-3） 問。 菩薩~心理店長進発。 有作iJI埠擬退作費問。 依頼退由
示其性弱 答。此至本愛大心希大果中間須行八議四千波羅蜜行。後経三大阿僧祇
時。!ilfE言鼓玄持於法流怯長波市自息。由是菩薩退作主主問。故上文言側道長遠久受














多所鋭益。J【T.9p.6胸註＠】 「l惟＝惟＠・」 CT9 no.262 p.6c, ti. 21-24）とある。
「三止三請の第三請」
(54）『法華経玄賛要集』巻第十八には 「経云l唯願説之唯願説之者。紀図云。重言者。
表自他二利也。」（SZ.34no.638 p.580b, ti.9 10）とある。
(55）『妙法蓮華経』方使品に 「爾時世尊告合利弗。汝巳態惣三請。宣得不説。汝今諦
聴。 善思念之。 吾2吉~汝分別解説。 設此語l待。 合中有比五比丘尼優婆塞俊婆夷五
千人等。 ~ll従座起櫨例而送。 所以者何。 此輩罪恨深重及橋上慢。 未得謂得。 未詮
調設。有如』：七失。是以不住。1立尊＠歎然而不市lj止 爾時f弗告舎利弗。 我今此衆~！時
復枝葉。純有＠貞1'£。合利弗。立[J走増上慢人。退亦佳失。汝＠今善穂。首矯汝説。
金利弗言。 l惟然世尊。願幾欲問。」 【T.9p.7胸l註＠】 「歎＝I県⑧」 【T.9p.7脚註
＠】 「貞二長⑩’」 【T.9p.7胸l註＠】 「今＝令＠」（T.9no.262 p.7a, ll.5-15）とあ
る。
( 141 ) 
紀国寺慧浄の 『法華経綴述』考（1)（金）
(56）『妙法蓮華経憂波提会』巻下に 「取授記者。以合利弗等欲得授記。如経仰告舎利








ll~世」 【T.9 p.7脚註＠】 「Udumbaia.」【T.9p.7脚註＠】 「言語字＝言詞③下問」










主主聞畔支f.Jll等不能まII彼良質彪l故。 此言不~］長fr~患者。 不知］究党唯一例乗故。 如l経
欲令衆生悟世Il知見放出現於世故。四者令詮不退斜地。示現欲輿無量智業故。如経
欲令衆生入仰知見放出現於世故。 又復示者。 ~諸菩薩有疑心者。 令知如質修行故。















何等法者。 詳j未曾開放。 云何法者。 諮種種言齢醤除額説放。 何似法者。 所謂I惟~
一大事故。何相法者。魚随衆生探説諸併l法i枚。事可能法者。所制l惟有一乗健故。一
乗他者。所論諸仰如来平等法身。彼諸i設問店時支例乗非彼平等法身之憾。以因果行
観不信ll。」 【T.26p.7脚註＠】 「者令聞＝令問者。」 【T.26p.7脚註＠】 「及＝乃
＠」（T.26no.1519 p.7a, l.10 -p.7c, L.9）とある。
(59） 『妙法蓮華経』 方便品に 「舎利弗。 如来但以一例乗故矯衆生説法。 ~！t~有吉宗乗若三
若三。 舎利弗。一切十方諸例法亦如：是。」（T.9no.262 p. 7b, IL. 2 4）とある。
(60）『妙法蓮華経』 方使品に 「舎利弗。 十方世界中向~lt二乗。 事lj況有三。」（T9 no.262 
p. 7b,I. 22-23）とある。
(61）『妙法蓮華経』 方使品に 「舎利弗。 諸併出於五溺怒世。 所請が~i濁煩↑街j鈎衆生濁見
i濁命濁。如是舎利弗。劫濁商LH寺衆生垢重。樫食嫉＠妬成就諸不善恨故。諸｛弗以方
便力。於一例乗分別説三。 舎利弗。若我弟子。自制阿羅漢畔支例者。不問不知諸
仰如来但激化菩薩事。此非例弟子。非阿総決。非E伴支例。」 【T.9p 7 I凶l註＠】 「妬＝
















以五見便局見濁。以命恨免憾」（T.85no.2752 p.203b, 1.26 -p.203c. 1.7）とある。
(64）婆政雄豆造民諦 （CE.499569）訳（CE.563-567）『阿見迷隣倶合得論J巻第九に
「何者鋳五j街。一命濁。二1;!1i出。三惑j濁。凹見湖。五衆生濁。下劫終末命等五五支





1559 p.222a. l.l 8）と、同箇所が世親造玄奨訳 （CE.651-654）『阿毘達磨倶合論』
巻第十こには 「言五濁者。－；；~i~:J。二劫溺。三煩悩濁。 四見溺。 五有情濁0 1;}1減
将末。持等面目下如律検l故。説名馬濁。由百IJ二溺。如其次第。お命資具極被衰損。
i却次二濁。普品衰損。以耽欲梁自苦行故。或領在家出家普故。由後一樹衰損自身。
諮壊自身身量色力念智勤勇及無病故。J(T.29 no.1558 p.64a. 1.21 27）とある。
また、智鎖 （CE.538・597）説准頂 （CE.561632）記 （CE.584）『仁王護閤般若経
疏』巻第五に 「mi五溺也。一命溺。二劫濁。三煩悩濁。l引見濁。五衆生濁。」 （T.33
no.1705 p.285c. 1.3 5）と、良賞 （CE.717-777）述 （CE.766）『仁王議関般若波縦
蜜多経疏』巻下三に 「解目。言五溺者依倶合論第十二云。所詞＠命濁1;}）濁煩悩濁




此品篤正宗分。!lit皆諸迎倶有所滋。」 【T.33p494胸l注⑪】 「紀＝化⑪」 【T.33p.494 






9p7脚註＠】 「妄＝忘⑧」（T.9no.262 p.7b. 1.29 -p.7c, 1.9）とある。
(66）「如見熔知火」という文例は、『大智度論』巻六十七に 「或性相奥如見畑知火畑是
火相而非火＠也。」 【T.25p.528脚註＠】 「［也］ （聖乙）＠」 （T.25no.1509 
p.528b. l. 26）とあるほか、多数の章疏に散見される。
(67）『法整問答』には 「(11/27） 問。 経云若比丘'I'f得阿羅漢。 若不信此法~lit有是民主。
若示一切を空間皆!I授記。云F可決定性遊間阿羅漢而不授記作例 答。依仰数故生信。
自未解放不記。放上文言信仰↑吾故随JI阪此経。非己智分即其詮也」（T.85no.2752 
p.199b. 1.29 -p.199c. 1.4）とある。
(68）『妙法蓮華経』化城I食品に 「我於吉宗図作仰。吏有異名。」（T.9no.262 p.25c, 11.16 
17）とある。
(69）『妙法蓮華経』方使品に 「或説＠修多縦 ＠伽｜吃及＠本事 ＠本生＠未曾有 亦説於
＠因縁 ＠笹H都千＠祇夜 ＠俊＂＇i皮提合経」【T.9p.7胸l註⑪】 「Sutra.」【T.9p.7脚
註＠】 「Gath亙」【T.9p.7脳l註＠】 「本事Iti vrttaka.」［T.9p.7胸l註＠】 「本生




＠】 「Upadesa.J【T.9p.7脚註＠】 「波＝婆⑩」（T.9no.262 p.7c, 11.25-27）とあ
る。
(70）『法整問答」には 「（71）問。方便品中馬小乗人説九昔日経。十二部中不説何経 答。




陀②＠」【T.28p.2脚註＠】 「目＝日⑧⑪」 【T.28p.2脚註＠】 「l寧＝磨②＠」【？









金。此云論議。」（T.33no.1716 p.752c, 1.25 p.753a, 1.6）とある。語義解釈は、
（水野弘元 [1972]pp. 78-86）に詳しい。
(72）懐素撰 （CE.682）『四分律関宗記』巻第一に 「第二党云抵夜 （此云謄頒）。以長行
中。説義不輩。日産吏悠i線。名馬l怠頒。故婆沙云。依前散説契経文句。後結篤頒。
而調誠之。首云重調偽。謂以偽文覆諦前i法。或臼等調。義不越本。l故名篤等。」
(SZ.42 no.735 p.357c, 1.22 p.358a, 1.1）と類似する文例が見られる。
(73）『四分律関宗記』巻第ーに 「第九閑陀伽 （此云本生）。所謂自説往報曾矯某類。然
倒無2哲生廃故。 設生 llff本。 故婆沙云。 調諸経中。 宣説過去所経生事。 立ll!f~鹿等。
第十枇例略 （此云方旗。 或日方等）。 直説~方。 理弘魚股。 放婆沙云。 方股云何。




no.596 p.446b, ll.15 18）と類似する文例が見られる。
(75）遠法師 （CE.523592）撰 『大乗義章』巻第一に 「第十一者名阿浮陀達摩。此糊名
~未曾有経。 ＠青牛行鉢。 白狗聴法。 諸天身量。 大地動等。 l蹟古希奇。 名未曾有。
説此希事。名未曾有経。」 【T.44p.470脚註＠】 「浬祭綬第十四党行品」（T.44
( 145) 
紀国寺慧#f•の 『法華経絡述』 考(1) （金）
no.1851 p.470b, Ll.5-8）と類似する文例が見られ、同文例が、慧迷述 『浬繋義記』
巻第五に 「阿浮｜位達磨者此翻名馬未曾有経。背牛行鉢白狗撚法諸天身量大地動等
l航古希奇名未曾有。野説！析事名未曾有経。」（T.37no.1764 p.747c, l.3-6）と、吉
蔵撰 「大衆玄論』 巻第五に 「未曾有紹i~：！＇奇善事 。虫[I背牛行鉢白狗勝経大地振動。」
(T.45 no.1853 p.64c, L. 28-29）と、 『法華義疏』巻第四に 「未曾有調善事。如背牛
行鉢白狗務経大地辰野J諸天身量。」（T.34no.1721 p.500b, ll.26-27）とある。
(76）世宗 （CE.1397-1450）二八 （CE.1446）年に創製され、当初の名称は 「訓民正青」
とL、う。




(79）国家記録遺産ホームページ 〔http://www.memorykorea.go.kr:7779/webs/ sear 
ch/view seoji.jsp?s kdcd=l2&s_asno=02060000&s_ctcd=00&s_cnum=000l&pg= 
i〕
(80）韓国文化財庁ホームページ 【巻一 ・二】 〔http://www.cha.go.kr/korea/herita
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